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令和６年度探究的な学びを中核とした 

「学びの変革」カリキュラム研究開発事業 

先導的モデル地域：三原市立大和中学校区 

 連携地域を構成する学校 

学校名 学級数 児童生徒数 

三原市立大和小学校 ９ 161名 

三原市立大和中学校 ５ 95名 

（R６.１２.1現在で記入） 

１ 研究の概要 

（１）研究テーマ 

 自立した学習者を育てるカリキュラム開発 

～「探究×つながり」による新たな価値を創造する資質・能力

の育成を通して～ 

 自立した学習者の姿とは、課題の解決に向けて自分で考え、自

分から取り組んでいる姿とする。 

（２）特色   

探究 × つながり 

（３）系統的に育成を目指す資質・能力 

知識・技能 

言語能力（伝える・聞く） 

情報活用能力 ※ 

主体性・協働性 ※   

自己理解・他者理解 ※   

※は、令和６年度にルーブリックの見直しを実施したもの 

（４）研究内容の概要 

①探究的な学びを中核としたカリキュラム開発 

・自立した学習者の姿を表す資質・能力のルーブリックの見直    

し 

・「情報活用能力」に関わる総合的な学習の時間と各教科等の関

連をまとめたカリキュラムマップおよび各教科等の具体の作

成 

・ひと・もの・ことを共有するための単元構想シートの作成 

②ＰＢＬの考え方を取り入れた総合的な学習の時間の単元開発 

・小学校第４学年 

  探究テーマ：創造 

  単元名：「大和認定こども園のみんなをもっと楽しく、笑顔で 

元気にしよう」 

・中学校第１学年 

  探究テーマ：地域創生 

  単元名：「米粉の商品開発を通して、大和町の魅力をたくさん      

の人に知ってもらい、大和町を盛り上げよう」 

２ 実践事例 

・「情報活用能力」に関わる総合的な学習の時間と各教科等の関

連をまとめたカリキュラムマップおよび各教科等の具体の作

成について 

   次期学習指導要領に関わる有識者検討会議1)において、「情

報活用能力の向上とそれによる探究的な学びの充実を一体的

に考えていくべき。」と述べられている。これを受けて、本中

学校区では、育成を目指す資質・能力の情報活用能力のルー

ブリックを見直した。具体的には、「育成を目指す資質・能力

を踏まえた『単元の評価規準』の作成のポイント」2)の「情報

の収集」「整理・分析」の記述を参考に、本中学校区の児童・

生徒の実態に合わせて作成した。また、事例3)を参考に、総合

的な学習の時間および各教科等の「情報の収集」「整理・分析」

を行っている学習場面を整理した。 

  図１に示すカリキュラムマップと図２に示す各教科等の具

体の作成の目的は、総合的な学習の時間を中心に情報活用能

力が育成・発揮されるように、総合的な学習の時間および各

教科等の授業の中で情報活用能力が発揮される場面を整理し、

生徒がこれまで発揮してきた情報活用能力の姿を教員同士で

交流し、授業に生かすことである。 

 

図１ カリキュラムマップ （抜粋） 

 

図２ 各教科等の具体（抜粋） 

 

・ひと・もの・ことを共有するための単元構想シートの作成 

本中学校区では、これまで地域の多くの方や施設にお

世話になりながら教育活動を進めてきた。しかし、その

教育資源を共有できていないこと、その学年での取組内

容を教員間で共有できていないこと、そして、どのサイ

クルで評価項目を見取るのか十分に計画できていないと

いう課題があった。そこで、これらの課題を解決するた

めに、図３に示す単元構想シートを作成した。この単元

構想シートは、年度当初と年度終わりで年間２回作成す

る。１回目は、探究の過程のどの場面で、どの項目を見

取るのかを考えることで、指導場面と評価規準をより具

体的にすることができる。また、前年度までに作成した

ものの取組内容および教育資源を見返すことで、必要と

なる地域の方等と連携を年度当初からとることができる。

そして、２回目は実際にどのように学習が進んだのか、

どの場面で、どの項目を見取るのか、さらにはどのよう

な評価規準が適切であったのかをまとめとして作成する。 
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図３ 単元構想シート（抜粋） 

３ 研究の成果と課題等 

（１）成果 

大和中学校の職員対象アンケートの結果を表１に示す。また、

大和中学校の生徒対象アンケートの結果を表２に示す。 

表１ 職員対象アンケート（R07.2実施）の結果 

質問項目 

肯定的

回答率

(%) 

１ 
前年度と比較して、探究的な学びを意識して、

総合的な学習の時間を実施していますか？ 
100 

２ 
生徒は、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいますか？ 
70 

３ 
あなたは、総合的な学習の時間で「課題の設

定」の指導と評価ができていますか？ 
60 

４ 
生徒は、総合的な学習の時間で「課題の設定」

をすることができていますか？ 
40 

表２ 生徒対象アンケートの結果 

質問項目 

肯定的回答率

(%) 

７月 12月 

授業では、課題の解決に向けて自分で考え、

自分から取り組んでいます。 
65.9 81.6 

 教員の授業改善の意識を高め、総合的な学習の時間を中心に

授業改善を進めてきた結果、本中学校区が目指す自立して学習

に取り組もうとしている生徒が増えていることがわかる。 

（２）課題 

  表１の項目２と表２より、生徒が考えている姿と教員が考え

ている姿に差があることがわかる。これは、教員が生徒に求め

る姿を生徒と十分に共有できていないこと、そしてルーブリッ

クをもとに適切な評価をフィードバックできていないことが原

因と考える。また、表１の項目３・４より、課題の設定場面で

十分な指導と評価ができておらず、生徒に課題を設定する力を

育成することができていないことがわかる。これは、依頼型の

探究のスタートに依存していたことが原因であると考える。 

  今年度の取組を踏まえ、本中学校区では次年度の改善点を次

の３点に整理した。 

①児童・生徒の将来の姿をより具体的に考え、そこから中学校

卒業段階までに育っていてほしい姿を考えること 

②児童・生徒一人ひとりが自立した学習者になれるように、総

合的な学習の時間の系統性を整理すること 

③探究的な学習の各過程の中で、児童・生徒の姿を適切に評価

し、指導すること 

（３）今後の改善方策等 

  令和６年度の途中から浮かびあがってきた課題をもとに、大

和中学校区では、次年度、次の４点の取組を実施する予定であ

る。 

①特色および研究テーマの変更 

   本中学校区の児童・生徒は、中学校卒業後に高等学校に進

学する割合が高い。このことを踏まえて、キャリア教育のゴ

ールの姿および高等学校の総合的な探究の時間の自律的な探

究の考え方から、自立した学習者に成長するまでの過程で児

童・生徒には、自分の好きなこと・得意なことを軸に社会的

・職業的に自立してもらいたいと考えた。そこで、研究の特

色を「探究×自律」とする。また、研究テーマを「自立した

学習者の育成～探究的な学びを中核としたカリキュラムの開

発を通して～」とする。 

②資質・能力のルーブリックの整理と共有 

   児童・生徒に身に付けて発揮してもらいたい資質・能力の

ルーブリックの整理を年度末に行い、新年度から新しいルー

ブリックを教員と児童・生徒で共有する。 

③総合的な学習の時間の系統性の整理 

   本中学校区の次年度の総合的な学習の時間の系統を表３に

示す。児童・生徒一人ひとりが、自律的な探究を進めながら、

自立した学習者になれるように探究テーマや学習形態、課題

の設定方法を徐々 に変化させていく。 

表３ 総合的な学習の時間の系統 

 探究テーマ 学習形態 課題の設定 

小３ 地域 

学年探究 

※部分的にグ

ループ探究 

教師の指導を受けながら

課題を設定 

※教師の意図を含んだ課

題の設定から、児童・生

徒による課題の設定に徐

に々移行 

小４ 人 

小５ 産業 

小６ 夢、未来 

中１ 地域創生 

中２ 職業 グループ探究 

中３ 社会貢献 個人探究 

生徒自身が自己の在り方

・生き方と一体的で不可

分な課題を自ら発見 

 ④中学校３年生の個人探究 

   表３に示すように、中学校３年時では個人探究を実施する。

これまで中学校３年生の総合的な学習の時間の「まとめ・表

現」ではレポートによる提案型で終えることを定型としてい

た。今後は、この「まとめ・表現」の中に各生徒の自分の好

きなこと・得意なことが生かされる形になるように指導して

いく。 
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